
別紙－３   

設計変更確認会議  参考事例集  

１  会議開催の議題例  

開催時期  議題例  

工事中  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）特記仕様書の記載事項の情報共有  

①三者技術検討会の実施内容打合せ（時期、回数、議題案等）  

②工期内工期の段取（部分検定箇所、植生工施工期限、河川非出水期等）  

③事前調査（土質／水質／騒音振動等）の試験内容（箇所、時期等）  

④仮設工の協議（指定と任意の区分、受注者提案、設置撤去時期等）  

⑤支障物件の対応（電柱等の移設手順、所有者連絡先、位置明示等）  

⑥保安林内作業行為（申請手順、着手時期、位置明示、復旧方法等）  

⑦警察協議（規制標識位置、一時停止線位置、設置時期、仮道計画等）  

⑧試験施工の説明（歩掛検証の工種・時期、設計変更判断基準等）  

（２）関係者の情報共有  

①関係機関（連絡先、協議時期、提出資料・立会内容等）  

②地先情報（連絡先、施工時の配慮事項、現地説明会の段取、機能補償等）  

（３）想定される設計変更の情報共有  

①設計変更内容（要因及び変更内容素案、工種、時期、費用等）  

②拡大設計変更予定（工種、場所、時期、想定費用等）  

（４）現場の課題の解決策協議  

①設計変更（現場不符合内容、変更契約条項の判定、概数確定の妥当性等）  

②工事一時中止（中止期間、中止範囲、解除要件等）  

③三者技術検討会の実施（議題の整理、設計者見解の妥当性判断等）  

（５）現場の履行状況の確認  

①週休２日の履行状況の確認（設計変更有無の判断等）  

②工事費の執行状況整理（事業調整（不足額・残額）との照合等）  

工事完成前  

 

 

 

 

 

（１）成果品内容の確認  

①成績評定（評価対象の説明、創意工夫の説明、施工管理バラツキ判定等）  

②完成写真の撮影方法（撮影地点・方向、旗揚表記等）  

③二重納品防止の協議（電子成果品の対象内容、データ形式確認等）  

（２）工事検定時の留意事項の確認  

①工事検定時に向けた準備（現地計測箇所、説明方法等）  

 

 

２  会議開催の効果例  

工事中  

 

 

 

 

 

 

 

 

現場代理人  

 

 

 

・複数の工事監督員と施工条件（特記仕様書内容、関係者情報、

設計変更想定等）を協議し、効率的※に施工計画書作成を行う。  

・複数の工事監督員と現場の課題解決策や履行状況の確認を行い

、効率的※に現場運営 (資機材用意等 )する。  

監督員  

 

 

 

 

・今後、起こりうる事象を把握し、主任 (総括 )監督員の助言や現

場代理人の意見等を受け、現地立会時の着眼点整理や各種協議に

向けた資料の準備等といった段取能力を磨く。  

・主任 (総括 )監督員の現場の課題に対する問題抽出及び解決策提

案に至る思考過程や説明を間近で見て、課題対処能力を磨く。  

工事完成前  

 

 

 

現場代理人  

 

複数の工事監督員と成果品内容や工事検定時の留意事項の確認

を行い、効率的※に、検定準備や成果品整理を行う。  

監督員  

 

主任 (総括 )監督員の成果品確認に伴う成績評価手法を間近で見

て、評価の視点を学び、品質管理能力を磨く。  

※効率的：会議に複数の工事監督員が参加することで、監督員の判断ミス等による手戻りが  

減り、受注者側の作業が効率化されることを指す。  


